
一
月
例
会
・
新
春
交
歓
会
の
ご
案
内

２３

　

一
月
例
会
で
は
、
二
〇
一
三
年
度
の
ス
タ
ー

ト
と
し
て
岡
村
理
事
長
よ
り
「
直
心
熱
動―

次
代
へ
繋
げ
よ
う
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
の
誇
り
、

す
べ
て
は
輝
く
乙
訓
の
為
に
ー
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
一
年
間
の
方
向
性
を
お
話
頂
き

ま
す
。
新
春
交
歓
会
で
は
今
年
度
乙
訓
青
年

会
議
所
の
方
向
性
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
共

に
大
い
に
懇
親
を
深
め
て
頂
き
ま
す
。

●
実
施
日
時

二
〇
一
三
年
一
月
八
日
（
火
）

一
月
例
会

　

十
七
時
三
十
分
〜
十
九
時
一
分

　

(

登
録
開
始
十
六
時
三
十
分
〜)

新
春
交
歓
会

　

十
九
時
三
十
分
〜
二
十
一
時
三
十
分

● 

実
施
会
場

ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
京
都

京
都
市
東
山
区
三
十
三
間
堂
廻
り
六
四
四
番
地
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
七
五(

五
四
一)

一
二
三
四

一
月
例
会 　
　

ボ
ー
ル
ル
ー
ム
Ⅰ(

一
階)

新
春
交
歓
会 　

ボ
ー
ル
ル
ー
ム
Ⅱ(

一
階)

会
員
交
流
委
員
会
委
員
長 

嶋
田 

年
比
于

火水水 木金土金土 木金土 火水木 火 月 日月 日金 水木木 火 月水 火 月 日土日

（行政、他団体はHPから抜粋）

　

十
二
月
五
日
に
中
央
公
民
館
に
て
だ
い
二
回

臨
時
総
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
〇
一
三
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）、
委
員
会
、

会
議
体
活
動
計
画
（
案
）、
諸
登
録
料
（
案
）

に
つ
い
て
決
定
す
る
重
要
な
総
会
で
あ
り
、
メ

ン
バ
ー
か
ら
様
々
な
意
見
を
出
し
合
い
審
議
さ

れ
ま
し
て
無
事
に
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
二
〇
一
三

年
度
の
新
た
な
方
向

性
を
位
置
づ
け
る
事

に
よ
り
更
な
る
発
展

を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
記
事　

谷
口
直
満
）

第
二
回
臨
時
総
会

褒
賞
授
与
式

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
志
向
型
公
開
討
論
会

十
二
月
例
会

二
〇
一
二
年
度
卒
業
式
・
忘
年
会

　
二
〇
一
二
年
十
二
月
十
三
日
（
木
）、
ハ
イ
ア
ッ

ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
京
都
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
Ⅱ
に
て

二
〇
一
二
年
度
最
後
の
例
会
で
あ
る
十
二
月
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
楽
志
伝
承
〜
乙
訓
を
魅
了

す
る
誇
り
高
き
集
団
が
未
来
を
創
る
〜
」の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
坂
田
理
事
長
よ
り
二
〇
一
二
年
度
の

総
決
算
と
し
て
各
事
業
や
例
会
を
振
り
返
っ
て
頂

き
、
ま
た
各
委
員
会
へ
の
労
い
の
お
話
を
頂
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る
愛
情
、
そ
し

て
坂
田
理
事
長
の
優
し
さ
で
あ
り
ま
し
た
。
褒
賞

授
与
式
で
は
二
〇
一
二
年
度
に
顕
著
な
活
動
を
さ

　

十
一
月
三
十
日
（
金
）

向
日
市
民
会
館
に
て
第

四
十
六
回
衆
議
院
議
員

通
常
選
挙　

マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
志
向
型
公
開
討
論

会
を
開
催
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

立
候
補
予
定
者
三
名

を
お
招
き
い
た
し
ま
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
に
つ
い
て
討
論
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
有
権
者
の
皆
様
に
立
候
補

予
定
者
の
政
策
を
理
解
し
て
頂
き
社
会
参
加
の
関

心
を
高
め
る
事
に
よ
り
有
権
者
一
人
ひ
と
り
の
投

票
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
話
を
頂
き
ま
し
た
、

こ
の
国
の
明
日
に
反
映
す
べ
く
施
し
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
政
策
本
位
の
政
治
選
択
に
繋
が
る

よ
う
に
浸
透
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご

参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
記
事　

谷
口
直
満
）

れ
た
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
功
績
を
称
え
、
そ
の
後

プ
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
リ
ー
ス
伝
達
式
や
バ
ッ
ヂ
交

換
が
行
な
わ
れ
、
無
事
に
二
〇
一
三
年
度
「
直
進

　

十
二
月
例
会
の
後
、
同
会
場
に
て
卒
業
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。思
い
出
の
映
像
に
始
ま
り
、

卒
業
生
で
あ
る
池
田
摂
君
、
大
橋
良
昭
君
、
小

野
富
雄
君
、
黒
岩
淳
君
、
多
貝
有
美
君
、
山
川

豊
佳
君
、
吉
見
通
君
、
に
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｊ
Ｃ
活

動
の
思
い
出
や
Ｊ
Ｃ
歴
な
ど
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
話
頂
き
ま
し
て
、
卒
業
生
の
涙
す
る
姿

を
見
て
感
動
し
ま
し
た
。
最
後
ま
で
頑
張
っ
て

こ
ら
れ
た
卒
業

生
の
皆
さ
ん
に

感
謝
を
申
し
上

げ
る
の
と
共

に
、
長
い
間
に

渡
り
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し

た
。
こ
の
卒
業

式
に
お
い
て
参

加
者
全
員
で
新

た
な
門
出
を
祝
福
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ

の
後
、
二
〇
一
二
年
度
を
締
め
括
る
忘
年
会
が

隣
接
の
会
場
に
て
行
な
わ
れ
、
坂
田
理
事
長
よ

り
一
年
間
の
活
動
に
対
し
て
委
員
会
毎
に
労
い

の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
先
輩
方
と
の
交

流
が
で
き
る
貴
重
な
席
で
も
あ
り
、
普
段
か
ら

接
す
る
事
が
中
々
出
来
な
い
先
輩
方
か
ら
労
い

の
お
話
を
頂
く
事
に
よ
り
、
現
役
メ
ン
バ
ー
と

し
て
青
年
会
議
所
活
動
を
行
う
上
で
、
為
に
な

る
貴
重
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
渉
外
交
流
委
員
会
に
よ
る
バ
ン

ド
演
奏
に
よ
り
会
場
全
体
を
大
い
に
盛
り
上
げ

て
頂
き
、
お
越
し
い
た
だ
い
た
皆
様
と
共
に
楽

し
む
事
が
で
き
ま
し
た
。
二
〇
一
二
年
度
を
経

て
更
な
る
発
展
と
成
長
を
し
た
乙
訓
青
年
会
議

所
は
二
〇
一
三
年
度
の
岡
村
理
事
長
へ
と
引
き

継
が
れ
ま
す
。

（
記
事　

谷
口
直
満
）

熱
動
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
さ
れ
る
岡
村
理
事
長
へ

と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

（
記
事　
谷
口
直
満)

青
少
年
育
成
委
員
会

正
副
理
事
長
会
議

事
務
局
開
き

Ｊ
Ｃ
運
動
情
報
委
員
会

一
月
例
会
・
新
春
交
歓
会

ビ
ジ
ョ
ン
会
議

会
員
交
流
委
員
会

理
事
会

会
員
拡
大
委
員
会

人
間
力
向
上
委
員
会

総
務
財
政
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

消
防
署
・
消
防
団
出
初
式
（
長
岡
京
市
）

子
育
て
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム  (

長
岡
京
市)

第
五
回
長
岡
京
音
楽
祭

消
防
署
・
消
防
団
出
初
式
（
向
日
市
・
大
山
崎
町
）

第
二
一
回
長
岡
京
展

子
供
の
広
場
（
長
岡
京
市) 　

子
育
て
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム  （
長
岡
京
市)

子
育
て
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム  (

長
岡
京
市)

乙
訓
二
市
一
町
合
同
新
春
年
賀
交
歓
会

バ
ン
ビ
オ
も
の
づ
く
り
市(
長
岡
京
ガ
ラ
シ
ャ
実
行
委
員
会
）

に
じ
っ
と
子
供
広
場{

親
子
リ
ズ
ム
｝

ひ
ま
わ
り
奇
席　
（
ひ
ま
わ
り
奇
席
愛
好
会
）

　

十
二
月
例
会
に
て
二
〇
一
二
年
度
に
顕
著
な

活
動
を
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
功
績
を
称

え
る
褒
賞
授
与
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
褒
賞

受
賞
者
は
以
下
の
通
り
で
す
。

「
実
質
一
〇
〇
％
出
席
者
」

足
立
雅
也・伊
東
紘
典・岩
本
伸
一・大
筆
賢
太
郎・

岡
村
猛
・
小
野
富
雄
・
加
藤
裕
之
・
川
口
順
也
・

河
村
剛
・
黒
川
昌
哉
・
齊
藤
寛
之
・
坂
田
徹
・

嶋
田
年
比
干・末
田
博
士・多
貝
有
美・田
中
俊
幸
・

谷
口
直
満・林
田
士
郎・波
多
野
裕
人・松
宮
吾
朗
・

水
原
年
貴
・
南
出
高
志
・
三
宅
尚
嗣
・
山
崎
春
樹

「
特
別
功
労
賞
」
小
野
富
雄

「
出
向
者
特
別
賞
」
嶋
田
年
比
干

「
最
優
秀
新
人
賞
」
阿
部
清
隆

「
優
秀
会
員
賞
」
足
立
雅
也
・
河
村
剛

「
最
優
秀
会
員
賞
」
南
出
高
志
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